
 

京橋駅 (JR 線) 南口から南へ約 600 メートル 

大阪ビジネスパーク駅(地下鉄長堀鶴見緑地線) 

4 番出口から東へ約 700 メートル 

京橋駅 (京阪線) 中央口から南へ約 850 メー
トル  

 

研究会のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ“堀智晴さんの道徳の授業” 堀智晴さん提案 

小学校・中学校でこれまで「道徳の時間」として行われていた道徳教育が、2018 年度から（中学校は 2019 年度）「特別

の教科 道徳」となります。検定教科書が配布され、評価が求められます。今回は「道徳の教科化」を考えるために、堀

智晴さんに参加者を生徒に見立てて道徳の授業をしていただきました。 

１．読み物教材『手品師』（高学年用）を各自声を出して読む。２．自分の感想をまとめて、前のホワイトボードに書く。

名前も書く。３．板書した感想をみながら意見を交流。 

４．話は広がって行きます。▼授業は恐ろしい。発言した以上（授業の狙いである「答」を言葉にすると）そういう生き

方をするように、暗に強制されるのではないか。▼「教材のねらい」がある。それは、誰かの目、仕組まれた目、仕組ま

れた構造 ⇔ 一方で、子どもが考えて発言するとき、そこにこそリアリティーがあり、値打ち、価値がある。▼道徳の教

科化を目指す者は、本当は「修身」を求めている。目を光らせて狙っている。闇の中から糸を引いている。▼道徳教育で

何を教えるかの根本的な議論がないから、徳目を教えてしまう。▼フランス人は「人として当たり前のことをしましょう」

と教える。そのために何をすればよいのかを考える教育なら意味がある。▼「自分の考え、価値観を持つ」ことを目的に

する。▼個の確立、市民になるための教育が重要ではないか。 

５．まとめのようなこと：戦後の「新教育」では、戦前の修身科のように道徳を固有の教科と見なさず、すべての教育活

動のなかで子どもが価値観を身につけていくものと考えられた。新しく設けられた社会科では、それまでの修身・公民・

地理・歴史などの内容を、子ども自身が総合的に学ぶ中で自己形成していくものだと考えられた。つまり「市民を育てる、

国民を育てる」ことが目標とされた。ところが、新教育はアメリカからの押しつ

けだという立場や戦前の教育に間違いはなかったとする立場などからの圧力が強

くなり、政治状況もあり、1958 年「特設道徳」が生まれた。この流れが今回の「特

別の教科道徳」につながっていると言えるのではないか。 

「特別の教科道徳」のねらいは、「修身」の復活ではないのか。この点を曖昧

にして「考える子どもを育てる」「アクティブ・ラーニング」などと、耳触りの良

い用語が使われているのではないか。しかし、学校、教員の側が、「求められてい

る道徳教育」を「忖度」して、むしろ積極的に推進していくのではないか、との危惧を感じてしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学びをひろげる」スタッフ   堀 智晴、 松森 俊尚、 山本 卓雄、 松井 直哉 

連絡先 松森 （📱090・1960・3469 📱✉ gakimon57tm@ezweb.ne.jp 💻✉matumori@crux.ocn.ne.jp） 

山本（💻✉yamamoto5.cham@gmail.com）堀（💻✉hori720@hotmail.com） 

★次回第23 回研究会は、11 月 26 日（日）午後 1 時 45 分～5 時 場所は決まり次第お知らせします★ 

学びをひろげる 

日  時  2017 年 9 月 2 日（土）（午後 1 時 45 分～５時）            
場  所 クレオ大阪東 2 階 研修室 
大阪市城東区鴫野(しぎの)西 2-1-21 ☎06-6965-1200 

参加費  500 円（会場費・運営費等）※学生は、無料です。 

 

今回 第 22回は 
 

“「道徳」の授業”のつづき   

 前回もいつものように活発な意見交換が進んだのですが、話すほどに課題が膨らみました。▼戦後の「市民を育てる、

国民を育てる」という目標が、「国のために」と根本的に変えられようとしている。▼「教材」のつまらなさはなぜか？

▼では、どんな授業を私は取り組むのか？…など、もっと考えたいものばかりでした。 

 そこで、今回は引き続き「道徳の授業」をテーマにします。4人のスタッフ、堀、山本、松井、松森がそれぞれ『私た

ちの道徳』(文科省発行）などから「教材」を一つずつ選んで（どんな道徳教材があるのか知るためにも）、・教材の解釈・

私ならこんな授業をつくる、という提案をします。そのあと、参加者で自由自在に議論したいと考えています。 

一人で拡がらない学びを○（まる）人が集まり、多様な人たち（年

齢、国籍、職種など様々な人たち）との出会い・対話を通して自分

の学びを拡げ、授業づくり・教材づくりをしませんか。もう一度、

教育・授業のあり方をていねいに見つめ語り合いましょう。 

（第 22 回） 
 

※ ○は、自分以外の参加した人の数です 

参加した人数です 

 
（わたしと○

まる

人の会） 

 

前回 第 21回の内容 


